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令
和
四
年
六
月
三
十
日
に
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン

21
の
認
証
・
登
録
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
は
、
認
証
・
登

録
証
の
中
に
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ロ
ゴ
が
入
っ
て
い

ま
す
。
当
社
と
し
て
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組

み
を
さ
ら
に
推
進
す
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
回
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、「
エ
コ
ア
ク
シ
ョ

ン
21
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
二
〇
一
七
年
版
」
で
認
証

を
受
け
ま
し
た
が
、
今
ま
で
と
は
違
い
環
境
経

営
の
要
素
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
環
境
負
荷
項
目
を
削
減
し
、
そ
れ
が
経
営
の

要
素
に
反
映
さ
れ
て
く
れ
ば
良
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
し
て
は
、
エ
コ
ア
ク
シ
ョ

ン
21
を
通
じ
て
七
番
目
の

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
み
ん
な

に
そ
し
て
ク
リ
ー
ン
に
」

と
い
う
こ
と
に
対
し
て
、

今
後
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
等
も
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

十
三
番
目
の
「
気
候
変
動

に
具
体
的
な
対
策
を
」
と

い
う
こ
と
で
Ｃ
Ｏ
２
の
排

出
削
減
に
寄
与
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
認
証
に
あ
た
り
、
社

内
で
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
を

認
証
し
て
か
ら
失
効
後
も
エ

コ
ア
ク
シ
ョ
ン
委
員
会
を
継

続
し
て
お
り
メ
ン
バ
ー
を
中

心
に
レ
ポ
ー
ト
作
成
か
ら
認

証
ま
で
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
後
は
、
社
内
全
体
を

巻
き
込
ん
で
取
り
組
ん
で
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
会

社
全
体
で
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン

21
を
推
進
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
き
ま
す
。
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健康
ワンポイント
アドバイス 

注目されている、抗酸化やアンチエイジング。
食生活を意識して抗酸化物質を取ることで、老化
を遅らせたり、病気を未然に防ぐことができます。

効率よく摂取するためのポイント
脂溶性ビタミンのビタミンA•Eは油と一緒に、水溶性ビタミンのビタミンCは生
食で、できるだけまるごと食べるのがおススメです。

私たちが生きていくうえで必要不可欠な酸素ですが、体内に取り込まれるとその一部が活性酸素となります。
本来活性酸素は体に必要なものですが、増えすぎると細胞を傷つけ老化を進め、がんや生活習慣病の原因に。
その活性酸素の発生を抑える働きを「抗酸化作用」といいます。

抗酸化やアンチエイジングで
カラダをパワーアップ！

抗酸化作用のある食品とは？

活性酸素が増える要因

※上記の食材は一例です。

七
月
一
日
か
ら
七
月
七
日
ま
で
『
全

国
安
全
週
間
』
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

弊
社
も
安
全
週
間
に
あ
わ
せ
て
、
行

事
を
行
い
ま
し
た
。

七
月
四
日
か
ら
数
日
間
に
分
け
て

『
健
康
診
断
』
を
実
施
し
ま
し
た
。
診

断
結
果
を
も
と
に
、
生
活
習
慣
の
改
善

を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

七
月
一
日
よ
り
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ

カ
ー
を
導
入
し
て
の
出
退
勤
時
の
飲
酒

チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
飲
酒
、
酒
気
帯
び
運
転
は
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。
今
後
も
徹
底

し
て
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

七
月
五
日
は
従
業
員
及
び
協
力
業
者

を
招
い
て
の
安
全
教
育
を
行
い
ま
し
た
。

建
設
現
場
で
の
事
故
事
例
、
菊
川
警

察
署
管
内
で
の
交
通
事
故
事
例
を
資
料

に
教
育
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
あ
と

に
視
覚
資
料
に
て
熱
中
症
の
対
策
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。
梅
雨
明
け
し
て
か

ら
が
本
格
的
な
夏
と
な
り
ま
す
。
安
全

対
策
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
熱
中
症
へ

の
適
切
な
対
策
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、

健
康
管
理
を
徹
底
し
て
い
き
ま
す
。

七
月
八
日
に
は
、
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
ま
し
た
。
雨
の
多
い
時
期
は

足
元
が
滑
り
や
す
く
な
り
ま
す
。ま
た
、

暑
さ
に
よ
る
服
装
の
乱
れ
、
熱
中
症
の

危
険
性
も
出
や
す
い
の
で
気
を
引
き
締

め
て
作
業
す
る
よ
う
巡
視
の
際
に
指
導

し
て
い
き
ま
す
。

全
国
安
全
週
間
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折 の々記
　…思うままに ⑤

岸 本 敏 和

「夏の夕暮れ・・佇むとき」
毎日、酷暑続きで灼熱の日差しが降り注いで

います。しかし、晴れた日の夕方などは、夕焼け
空に見とれてしまうことがあります。私は、この
季節の夕焼けが一番いいなと思います。秋は、寂
しすぎるし、冬は儚く、春はアンニュイです。こ
の季節の夕焼けは、子供のころから何故か“火星
の夕焼け”のように思えるのです。火のように燃
える空を想像するのかもしれません。もちろんそ
んなものを見ることはあり得ないのですが、何故
かそう想ってしまうのです。
この夕焼けのあか色は、どう表現していいの

か難しい色です。赤・赫・朱・紅・緋・丹などあ
か色を表す漢字は山ほどありますが、ここではあ
えて緋という字を使ってみます。
少し緋色に染まりはじめた青空と、陽を受け

て恥ずかしそうにかがやく白い雲のコントラスト
は、息を呑みこむような想いに捉われます。夏至
をとうに過ぎて、陰りが速度を増しています。秋
になれば、さらに加速するでしょうが、今は離れ
がたい恋人との束の間の時を惜しんでいるかのよ
うにも思えます。
飽きもせずに見上げていれば、はるか上空を

飛んでいる飛行機が、夕空をキャンバスにしてひ
こうき雲を描いています。初めは、白い直線であ
るがやがて橙色に輝きながら拡がり、そして千切
れ、夕闇の中に溶けていきます。それはある意味、

人生のようにも思えます。
そういえば、若き日に聴き入った“ひこうき雲”

という曲も悲しい歌でした。幼子を亡くした母親
なのか、姉なのか、だれかわからないが、子供を
亡くした悲しみを歌った曲でした。昼と夜の狭間
の中で蝉が鳴いています。8月の旧盆が近いせい
か読経のようにも聴こえてきます。空は、刻々と
変わっていきます。緋色から、少し拗ねたような
茜色になり、思春期の少女のように淡く、はにか
むような光を放っています。
夕闇が、ひたひたと、迫って来ています。背

中にテニスラケットを背負った少年が、自転車で
帰りを急いでいるようにみえます。眩しいような
懐かしいような光景に、忘れていた思い出が波を
打って寄せてきます。たとえ忘れたものが見つ
かったとしても、それは遥かな時の彼方。切なく
情けないような時の彼方。終わってしまった花火
を追いかけるようなもの。しかし、この刹那を大
切にしたいと思います。人が人として生きている
証なのだから。

七
月
十
四
日
に
第
二
十
五
回
セ
ー
フ

テ
ィ
ド
ラ
イ
バ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
菊
川
地

区
大
会
が
遠
鉄
浜
岡
自
動
車
学
校
に
て

開
催
さ
れ
、
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

自
分
は
初
め
て
参
加
さ
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。

最
初
に
学
科
試
験
を
行
い
ま
し
た

が
、
自
分
自
身
運
転
免
許
を
取
得
し
て

か
ら
二
十
年
以
上
経
つ
こ
と
も
あ
り
、

近
年
改
正
さ
れ
た
道
路
交
通
法
関
連
の

問
題
は
自
信
を
持
っ
て
回
答
で
き
な
い

部
分
も
あ
り
、
今
現
在
の
交
通
法
規
や

安
全
運
転
に
対
す
る
新
し
い
知
識
も
、

習
得
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
し
た
。

実
地
試
験
で
は
乗
車
す
る
際
の
安
全

確
認
か
ら
減
点
事
項
が
あ
る
と
説
明
を

受
け
緊
張
し
ま
し
た
が
、
今
現
在
教
習

所
に
通
っ
て
い
る
社
員
に
確
認
事
項
を

教
え
て
も
ら
い
、
落
ち
着
い
て
運
転
で

き
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。

今
回
の
経
験
を
基
に
、
よ
り
一
層
安

全
運
転
を
意
識
し
、
無
事
故
・
無
違
反

に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

セ
ーフ
テ
ィ
ド
ラ
イ
バ
ー

コ
ン
テ
ス
ト
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※
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

中
止
ま
た
は
延
期
に
な
る
場
合
有
り

行
事
記
録
（
6
27

〜
7
26

）

6
28	

御
前
崎
市
建
設
業
組
合
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

6
30	

御
前
崎
市
商
工
会
第
一
回
青
年
部
会

7
1	

第
三
十
六
回
袋
井
地
区
建
設
業
安
全
大
会
・
袋
井

	

御
前
崎
市
建
設
業
組
合
役
員
会

7
1
～
7
7	

令
和
四
年
度
全
国
安
全
週
間

7
2	

掛
川
法
人
会
御
前
崎
支
部
ク
リ
ー
ン
作
戦

7
6	

菊
川
地
区
安
全
運
転
管
理
協
会
役
員
会
・
菊
川

7
8	

静
岡
県
新
技
術
協
会
研
修
会
・
静
岡

7
11	

中
建
青
静
岡
県
支
部
通
常
総
会
・
静
岡

7
12	

シ
ー
テ
ッ
ク
安
全
集
会

7
19	

橋
守
支
援
セ
ン
タ
ー
静
岡
技
術
研
鑽
会
・
東
京
大
学

7
20	

第
二
回
環
境
・
災
害
対
策
委
員
会
・
袋
井

行
事
予
定
（
7
27

〜
8
26

）

7
29	

全
国
建
設
青
年
会
議
全
国
大
会
第
三
回
準
備
会
・
広
島

8
2	

安
全
運
転
管
理
協
会
法
定
講
習

8
5	

御
前
崎
市
建
設
業
組
合
役
員
会

	

御
前
崎
市
建
設
業
組
合
全
体
会

8
6	

御
前
崎
み
な
と
夏
祭
・
マ
リ
ン
パ
ー
ク
御
前
崎

夏
季
休
暇
の
お
知
ら
せ　

８
／
11
㈭
～
16
㈫

8月安全努力目標
年度安全標語年度安全標語〈〈後悔を 未然に無くす 危険予知後悔を 未然に無くす 危険予知〉〉
作業安全

・第三者に配慮した作業エリアの明示
・熱中症・コロナ予防対策の実施
交通安全

・児童への思いやり運転
環境目標

・室内の温度で
エアコンのON・OFFを行いましょう

七
月
二
日
に
掛
川
法
人
会
の
ク
リ
ー

ン
作
戦
に
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
は
御
前
崎
サ
ン
ビ
ー
チ
で
ご
み

拾
い
を
行
い
ま
し
た
。
サ
ン
ビ
ー
チ
で

は
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
準
備
が
い
た
る

所
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

ゴ
ミ
の
な
い
綺
麗
な
砂
浜
で
気
持
ち

よ
く
海
開
き
を
迎
え
て
ほ
し
い
と
思

い
、
小
さ
な
ゴ

ミ
も
見
逃
さ
ず

に
拾
い
ま
し
た
。

六
月
二
十
八
日
に
御
前
崎
市
建
設
業

組
合
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
浜
岡
砂
丘

の
海
岸
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
も
砂
浜
に
て
手
作
業
で
ゴ
ミ
や

大
き
な
石
、
木
な
ど
を
拾
い
、
分
別
を

行
い
ま
し
た
。
と
て

も
暑
い
中
で
し
た
が
、

砂
丘
が
き
れ
い
に
な

り
、気
持
ち
が
良
か
っ

た
で
す
。

ク
リ
ー
ン
作
戦
に
参
加

レ
シ
ピ

お
い
し
〜
い

材
料
（
12
㎝
型　

今
回
は
牛
乳
パ
ッ
ク
を
利
用
）

　

◦
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ	

２
０
０
ｇ

　

◦
砂
糖	

大
匙
２

　

◦
レ
モ
ン
汁	

小
匙
１

　

◦
苺
ジ
ャ
ム	

１
２
０
ｇ

　

◦
ビ
ス
ケ
ッ
ト	

６
枚

下
準
備

ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ
を
常
温
に
戻
す
。

牛
乳
パ
ッ
ク
を
12
㎝
の
型
に
な
る
よ
う
に
切
り
、

上
部
を
ホ
チ
キ
ス
止
め
す
る
。

作
り
方

①
ボ
ウ
ル
に
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ
を
入
れ
ホ
イ
ッ

パ
ー
で
滑
ら
か
に
な
る
ま
で
混
ぜ
た
ら
、
ジ
ャ

ム
、
砂
糖
、
レ
モ
ン
汁
を
入
れ
て
混
ぜ
る
。

②
型
に
手
で
割
っ
た
ビ
ス
ケ
ッ
ト
を
敷
き
詰
め
る
。

③
②
に
①
を
流
し
て
、
ラ
ッ
プ
を
し
、
冷
凍
庫
で

６
時
間
ほ
ど
冷
や
し
た
ら
で
き
あ
が
り
。

牛乳パックで★
苺のレアチーズケーキ

ム
シ
ム
シ
と
暑
い
日
が
続
く
こ
の
時

期
に
簡
単
お
手
軽
ス
イ
ー
ツ
を
ど
う
ぞ
。

　
組
合
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

夏
の
交
通
安
全
運
動
期
間
中
、
浜
岡

北
小
学
校
の
通
学
路
に
て
横
断
中
の
児

童
た
ち
の
安
全
を
見
守
り
ま
し
た
。
ド

ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
信
号
の
な
い
横

断
歩
道
で
の
歩
行

者
優
先
を
守
り
、

心
に
ゆ
と
り
を

持
っ
て
安
全
運
転

に
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。

校校校

補補補

助助助

登登登


